
施設開放区域の明示 ・ガラスの破片等の危険物の除去
・立ち入り禁止箇所や危険箇所 ・修理可能箇所の修理等
への対処（施錠・ロープ等）

避 難 所 開 設避 難 所 開 設避 難 所 開 設避 難 所 開 設

用途別開放施設明示 避難所運営のための施設確保
受付 （体育館入口付近） 緊急車両乗り入れ場所（校門～昇降口）
対策本部 （校長室） ヘリポート （グランド西側）

第１次避難所（体育館） 救急物資保管場所 （音楽室）
第２次避難所（体育館ステージ横） 食料等配給場所 （体育館南側）
＊第２次避難所は主に負傷者

仮設テント設置場所 （グラウンド）
救護室 （保健室） 炊き出し場所 （体育館横・調理室）
更衣室 （体育館ステージ袖） 仮設トイレ設置場所 （駐輪場付近）
トイレ （体育館） ゴミ集積所 （生徒昇降口横）

＊事前に避難所マップや諸表示等を準備

学校職員避難所対応役割分担学校職員避難所対応役割分担学校職員避難所対応役割分担学校職員避難所対応役割分担

【施設・安全班】 担当者 佐藤
使用箇所の明示 ・安全点検と応急復旧 ・各種表示
住居スペースの確保 ・パーテンション設置

【総務班】 被災者受け入れ 担当者 教頭、中安、齋藤、阿部

問い合わせ対応 ・受付の避難者名簿の作成と管理

自治組織結成支援 ・避難状況の掌握（避難者数・健康状態他）

ボランティア受け入れ ・自治組織結成に向けた準備

・ボランティア人数掌握、活動計画

【連絡調整班】 担当者 大河、藤田
情報連絡活動（パソコン） ・被害状況の把握と避難者への情報伝達（情報の複線化）

・避難者用緊急電話設置依頼
・外国人のための案内看板設置

【物資班】 担当者 市川、小原、大友、伊藤浩
毛布等の配給 ・避難所対策本部の責任者を通じて災害対策本部に請求
衣料・生活物資受け入れ
炊き出し準備 ＊本校の物資備蓄倉庫＜大曲小学校・旧北神小学校

毛布・食料＞

【給食班】 担当者 市川、小原、高橋、大友、伊藤浩
食料及び飲料水の確保 ・食中毒等衛生面の配慮
炊き出し準備 ・避難者への配給計画

【救護班】 担当者 養護教諭（伊藤志）、佐々木
負傷者への応急処置 ・応急手当セット（保健室） 救急車 ℡ 119

医療機関との連携 ・大曲厚生医療センター ℡（63-2111）

【衛生班】 担当者 佐々木、伊藤志
トイレ・ゴミ等の衛生管理 ・仮設トイレ設置までのトイレ管理

・ゴミ集積場の決定・管理・ゴミの捨て方等の指示
・伝染病、食中毒等衛生面の配慮

収容人数 ８０８人 避難施設面積 １６１７㎡
＊「大仙市地域防災計画」避難所一覧より

… 市担当者を責任者として自治組織中心に避難所が運営される
避難所開設以降

自 治 組 織 の 設 立自 治 組 織 の 設 立自 治 組 織 の 設 立自 治 組 織 の 設 立

避難所運営委員会 リーダー 大川西根地区連会長 三浦 英司 氏リーダー 大川西根地区連会長 三浦 英司 氏リーダー 大川西根地区連会長 三浦 英司 氏リーダー 大川西根地区連会長 三浦 英司 氏
内小友地区連会長 橋村 誠 氏内小友地区連会長 橋村 誠 氏内小友地区連会長 橋村 誠 氏内小友地区連会長 橋村 誠 氏

避難所運営に派遣された市職員 ・ 学校代表者
避難者による自治組織の代表者 ・ ボランティア組織の代表者

事前に話し合って決めておきたい
＊業務内容の割り振り（町内会等の自治組織や地域自主防災組織で）
＊避難所における生活ルールの決定（清掃・点灯・消灯・ゴミ処理 他）

自治組織（自主防災組織）の分担
【情報班】 班 長
・地域災害情報、防災関係機関への情報提供 中邑 正 氏 他１１名
・地域住民への情報伝達

【消火班】 班 長
・消防団と連携し、火災の延焼拡大防止 加藤兼雄 氏 他１１名
・各地域危険箇所の確認

【避難誘導班】 班 長
・避難指示、避難勧告及びおそれがある場合、住 伊藤広充 氏 他１１名
民への安全確保と避難所への誘導

【救出救護班】 班 長
・建物倒壊、土砂災害時の消防機関への積極的協 高橋 明 氏 他１１名
力と資機材提供

・負傷者の救命及び応急措置
・給食給水班と連携し支援物資の確保
・暖房等燃料の確保

本避難所最寄りの備蓄倉庫 （大曲小学校、旧北神小学校）本避難所最寄りの備蓄倉庫 （大曲小学校、旧北神小学校）本避難所最寄りの備蓄倉庫 （大曲小学校、旧北神小学校）本避難所最寄りの備蓄倉庫 （大曲小学校、旧北神小学校）

【給食給水班】 班 長
・大仙市から配分された食料・飲料水の配分と地 中邑喜勢治氏 他１１名
域内から提供された食料等の配分及び炊き出し

《 大曲西中学校 》
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２６年度「大曲中学校 地域合同防災訓練」報告書

１ ねらい１ ねらい１ ねらい１ ねらい
(1) 地震の性質やそれに伴う災害を考え，安

全な行動がとれるような態度や習慣を育て

る。

(2) 災害時において，冷静かつ迅速に的確な

行動がとれるようにする。

(3) 地震の発生を想定し，地域住民と中学生

・防災関係者が一体となって避難訓練及び

実践的な応急対策活動等の訓練を実施する

ことにより，総合的な防災体制の確立及び

意識の高揚を図ることができるようにする。

２ 実施日時２ 実施日時２ 実施日時２ 実施日時 平成２６年１０月３０日(木)

３ 実施場所３ 実施場所３ 実施場所３ 実施場所
大曲中学校 校舎内（体育館含）及び

校地内（前庭，駐車場，グラウンド等）

４ 参加者４ 参加者４ 参加者４ 参加者
大曲中学校生徒(７５１名)

教職員(６０名) ＰＴＡ会員(１５名)

若竹町住民(２５名) 大仙市消防本部

大仙市防災課 大仙市水道局

５ 実施内容５ 実施内容５ 実施内容５ 実施内容
◎訓練１（地震避難…１・２・３年生）

平成２６年１０月３０日（木）午前９時

頃，緊急地震速報が発表され，秋田沖を震

源とするマグニチュード９．０の巨大地震

が発生し，大仙市でも震度６強から７の強

い揺れが３０秒ほど続いたという想定であ

る。揺れが収まったのを確認後，指示に従

い一斉に体育館に避難した。

○訓練２（煙道避難…１年生・若竹町民）

地震発生後，校舎内の多数の箇所で火災

が発生。廊下が煙幕で避難通路の視界が遮

られたことを想定し，煙道（煙体験ハウス）

を通って避難した。

○訓練３（初期消火活動…１年生・２年生）

火災発生後の初期消火活動として，水消

器による消火活動を行った。

○訓練４（水害避難…１～３年生，避難所開設…２・３年生・若竹町民）

前日からの大雨の影響で雄物川流域の河

川が増水し，若竹町の一部の住宅では建物

の床上・床下浸水が相次ぎ，大仙市より避

難指示や避難勧告が発令され，大曲中学校

は避難所に指定された。地域の被害状況を

確認後，校長が，避難所開設の指示を出し，

避難所開設に取りかかった。

○訓練５（心肺蘇生CPRとＡＥＤ…３年生）

災害時には，救急車を要請しても直ちに

現場へ駆け付けることは困難な状況になり

やすい。

傷病者においては一刻を争う状態もあり得る

ことから，一次救命処置の仕方について理解し，

とっさの場合においても一次救命処置ができる

ようにする。

◎訓練６（炊き出し…１～３年生・若竹町民）

災害時において水道管が破裂し，上水道の確

保ができない中，市より給水タンク車が避難所

である大曲中学校にいち早く応急給水に来たと

いう想定で，給水車の水を使用した炊き出し訓

練を行った。

６ 訓練を終えて(今後の課題)６ 訓練を終えて(今後の課題)６ 訓練を終えて(今後の課題)６ 訓練を終えて(今後の課題)
若竹町内会から３０名，ＰＴＡから１０名

の参加をいただき，昨年に引き続き諸機関者

含め総数８２０名により実施することができ

た。今後も防災意識を地元住民と中学生が互

いに高め合い，いざというときに備えること

の大切さを改めて感じた。また，自助・共助

の重要性を確認できたことにも意義があった。

地元町内会・市総合防災課・市水道局・大

曲消防署等諸機関との事前の打ち合わせの回

数を昨年度よりも増やした。その結果，主担

当者も流れがより把握でき，円滑に訓練を行

うことができたと感じた。しかしながら，新

人総体，学校祭，学期末考査，学期末評価，

生徒会選挙等と並行しての準備となるため，

実施する場合は，実施時期や担当者の精選等，

学校事情に配慮する必要性を感じた。

《 大曲中学校 》
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平成２６年度南外小学校 被災地交流の実績平成２６年度南外小学校 被災地交流の実績平成２６年度南外小学校 被災地交流の実績平成２６年度南外小学校 被災地交流の実績

１ 交流被災地 宮城県本吉郡南三陸町 志津川小学校、志津川中学校、仮設自治会館

２ 期 日 平成２６年７月２３日（水）

３ 参加児童 ６年生全員（１６人）、引率教員５名、保護者１０名
※南外中生徒会と連携して実施

４ 被災地訪問＆交流Ⅰの概要
（１）被害箇所の見学・・・防災庁舎、旧漁業市場

（２）志津川小学校、志津川中学校の先生方、仮設自治会館の皆様と交流

（３）児童の感想
・宮城県本吉郡南三陸町に７月２３日に行きました。最初に行ったのは、防災庁舎です。そこには
たくさんの千羽鶴が飾られていて、線香がたかれていました。多くの人がここで亡くなったこと
が分かりました。中学校で見たビデオでは、本当に津波のつめあとが大きかったです。（Ｉ．Ｎ）

・私が夏休み中に心に残ったことは被災地訪問です。南三陸町に行きました。建物はボロボロで、
特に防災庁舎は、私が見た中では津波の傷跡がよく分かるくらいボロボロでした。震災は恐ろし
いものだなぁと思いました。志津川小・中学校で聞いた話だと、一番高い所で津波が３０ｍくら
いにもなったと聞きました。地震はいつくるか分からないので、日頃から気をつけて過ごしたい
と思いました。（Ｉ．Ｍ）
・夏休み中の思い出の一つは、南三陸町を訪問したことです。最初に防災庁舎に行きました。防災
庁舎は、鉄の骨組みしか残っていなかったし、近くには漁業用の船が流されてきていたので、津
波はすごく力が強いのだなぁと思いました。小学校に行って話を聞いたら、学校は高台にあって
助かったけど、津波はすぐ近くまで来たという話や、図書室にある棚などが全部倒れたという話
を聞きました。地震の怖さを感じました。仮設住宅に行くと、隣と家がくっついていたので、生
活は不便だろうなぁと思いました。生活が元通りになるまでは大変だろうなぁと思いました。
（Ｓ．Ｓ）
・私は夏休み中、南三陸町に行って来ました。３年たった今でも、津波が押し寄せてきたところが
分かりました。仮設住宅のみなさんは、津波がきたときの様子をいろいろ話してくれました。つ
らいはずなのに、みなさん笑顔をたやすことなく私たちの質問に答えてくれて、とてもうれしか
ったです。（Ｓ．Ｍ）

５ 交流Ⅱ
（１）学習田で収穫したした「あきたこまち」を南外中のお兄さん・お姉さんに託し志津川小へ

（１０月２０日）

↑幸いにも、その日、志津川を訪れていた天皇陛下に拝謁

《 南外小学校 》
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大槌町との交流
～平和中学校との連携から～

大 仙 市 立 神 岡 小 学 校大 仙 市 立 神 岡 小 学 校大 仙 市 立 神 岡 小 学 校大 仙 市 立 神 岡 小 学 校

平和中学校の全校生徒が岩手県大

槌町を訪問し交流してきました。

神岡小学校では、全校児童が大

槌町の皆さんにメッセージをう

ちわに描いて（書いて）、平和

中学校の生徒から届けていただ

きました。 平和中提供、大槌町での花火大会

花火大会に廃品回収での益金で支援しました。

９月４日（木）

《神
岡
小
学
校

》

水害を想定した地域避難訓練 大 仙 市 立 神 岡 小 学 校大 仙 市 立 神 岡 小 学 校大 仙 市 立 神 岡 小 学 校大 仙 市 立 神 岡 小 学 校

１０月１７日（金）

◇ 訓 練 の 流 れ ◇
・神岡支所市民サービス課長より、校長に避難所開設を要請。（課長が来校）

↓
・校長から職員と６年生児童６年生児童６年生児童６年生児童に避難所開設の指示。

↓
・神岡小学校３階に避難所を開設。地域住民が避難開始。

↓
・安否確認をし、訓練終了。＊体育館に移動し全体会

避難してきた地域の方々を

校舎３階に案内します。

車イスの方を、階段昇降機

で慎重に案内します。

避難対象の４町内の方々に、町内毎に各教室に避難して

いただきます。６年生児童が、名簿作成をしています。

他の児童は、飲み物を配ったり、トイレへの案内をした

り、それぞれの役割を果たしています。

水害状況、緊急避難グッズ資料コーナー

段ボールトイレ
全体会で、大仙市防災管理監

から講評をいただきました。約５０名が避難

-
 1

5
 -



-
 1

6
 -



-
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見て聴いて やって感じて 思いを届ける
～防災体験学習を通して思いを育て届ける～

大仙市立西仙北小学校

避難所設置宿泊体験学習のねらい

①避難所設置の目的や意義を実感的に理解させる。

②避難所宿泊体験を通して共感的な理解を促す。

③被災地や避難所開設訓練の見学をつなげ生かし、社会参画へと学びを発展させる。

【学びの流れ】

修学旅行での被災地見学 ［６月 見て聴いて学ぶ （心で学ぶ［６月 見て聴いて学ぶ （心で学ぶ［６月 見て聴いて学ぶ （心で学ぶ［６月 見て聴いて学ぶ （心で学ぶ））））］］］］

避難所開設訓練の見学 ［９月 見て覚えて学ぶ （頭で学［９月 見て覚えて学ぶ （頭で学［９月 見て覚えて学ぶ （頭で学［９月 見て覚えて学ぶ （頭で学ぶぶぶぶ））））］］］］

避難所設置・宿泊学習避難所設置・宿泊学習避難所設置・宿泊学習避難所設置・宿泊学習 ［１０月 やって感じて考えて学ぶ（体で学ぶ［１０月 やって感じて考えて学ぶ（体で学ぶ［１０月 やって感じて考えて学ぶ（体で学ぶ［１０月 やって感じて考えて学ぶ（体で学ぶ））））］］］］

学びの発信（校内・家庭・地域・被災地へ） ［１２月 思いを届けつながり学ぶ（心で学ぶ［１２月 思いを届けつながり学ぶ（心で学ぶ［１２月 思いを届けつながり学ぶ（心で学ぶ［１２月 思いを届けつながり学ぶ（心で学ぶ））））］］］］

【写真でたどる学びの様子１】

《修学旅行での被災地見学》

［被災直後の写真と語り部］［家々が津波にのまれた跡地］［亡くなった子供達を弔う地蔵］［広大な土盛り復旧工事］

《避難所開設訓練の見学》

［避難の様子を真剣に見学］［避難所に必要な物品をメモ］［居住スペース作りを確認］ ［受付の内容と仕方をメモ］

【写真でたどる学びの様子２】

《避難所設置・宿泊学習》

［シートを敷き次は壁作り］［作業には協力が不可欠です］［居住スペースが今夜の寝室］［居住スペースが見事完成］

［夕食「豚汁」の味見］ ［夕食を受け取る子供達］ ［夕食「わかめごはん」］ ［アルファー米の味は?］

［間もなく就寝時間です］ ［朝方、暖をとる子供達］ ［起床し寝具を片付けます］［居住スペースの解体・撤去］

【感じたこと・思ったこと・考えたこと】

１日泊まるだけでもたえきれなかったので、一 段ボールで部屋を作ったとき、運ぶ人、ガムテ

か月も生活するのは、どれほどたいへんかとい ープを切る人、貼る人、支える人など、作業を

うことを体で感じることができました。 分担して協力して素早く作ることができてよか

寝ていてだんだん寒くなり、起きたら体や首が ったなあと思いました。

痛く、こんな生活をずうっと続けるのは、たい 段ボールを組み立てる時はとてもたいへんでし

へんなことだと改めて思いました。 た。かべには三角の段ボールをところどころに

眠るときにすっごく寒くて、なめてたなあと思 つけ、たおれないように工夫しました。

いました。東日本大震災の時は雪が降っていて、 避難したときは、みんなと協力し合い支え合い

もっと寒かったんだなあと思いました。 ながら生活をしなければいけないんだなあと思

アルファー米は、普段のご飯より味がなかった いました。ふつうのことが、とても幸せなこと

けど、お湯を入れるだけでできるなんてすごい なんだなあとあらためて思いました。

便利だなあと思いました。 体験し学んだことを５年生や家族、お父さんや

日本は地震国。だからこそ、備えは大事だなと お母さん方、地域のみなさん、県民のみなさん、

この体験を通して思いました。また、避難所で そして、被災地の語り部の方やみなさんに、発

の生活は、物音(せき、くしゃみ、声、足音など) 表や作文やお手紙で伝え届けたいと思います。

が響くし気を遣うので落ち着かず、とても厳し 私たちでできること、私たちができることで、

いものだと体験することでよく分かりました。 みんなが少しでもハッピーになれれば！

《 西仙北小学校 》
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